
株式会社弘電社 カスタマーハラスメントに対する基本方針 
 

 

はじめに 

当社は、企業活動を通じてお客様やお取引先、その他関係者（以下「お客様等」といいま

す）の皆様と良好な関係を築きながら、企業としての持続的な成長と価値向上を目指しており

ます。また、日頃からお客様等からのご意見、ご要望は真摯に受け止めサービス向上に努めて

おります。 

 一方で、お客様等の言動のうち、要求内容が妥当な範囲を逸脱し、当社の従業員の安全や尊

厳を脅かすような言動（以下「カスタマーハラスメント」）は容認いたしません。 

 また、当社従業員がお取引先等に対し、カスタマーハラスメントを行う事がないよう教育、

並びに周知啓発を行ってまいります。 

本方針は、カスタマーハラスメントの予防、発生時の早期対応、並びに従業員の安心、安全

な就業環境の確保のために策定します。 

 

カスタマーハラスメントの定義 

お客様等からの言動のうち、要求内容の妥当性に照らし手段・態様が社会通念上不相当であ

って従業員の就業環境を害するものをいいます。また、要望や苦情の内容が正当であってもそ

の手段、態様が社会通念上相当な範囲を超える場合は同様に取り扱います。 

 

（主な判断基準） 

カスタマーハラスメントの具体例は以下の通りですが、これに限るものではありません。 

・身体的な攻撃（暴行、傷害） 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言） 

・威圧的・執拗な言動、土下座その他の社会的相当性を欠く要求 

・継続的・執拗な言動、長時間にわたる拘束、居座り 

・差別的な言動、性的な言動 

・従業員個人への攻撃、要求 

・提供するサービス内容と関係のない過大な要求、金銭の要求 

 

カスタマーハラスメントへの対応 

お客様等からの言動がカスタマーハラスメントに該当すると判断した場合は、お客様等へご

説明の上、対応を中断、またはお断りすることがあります。また、カスタマーハラスメントに

該当するか否かを客観的に判断するための資料として、お客様等との会話、通話を録音または

記録することがあります。 

カスタマーハラスメントのうち、悪質と判断した場合は、警察、弁護士等と連携し、適切に

対処します。 

なお、当社従業員がカスタマーハラスメントに該当する行為を行った際は、当社規程に照ら

し合わせ厳正に対処します。 
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